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四月の はじめに、 わたし は 赤 坂 をたず ねた。 

「陽気 も 大分 ぼか 付いて、 そろそろお 花見 気分に なつ 

て 来ました ね」 と、 半 七 老人 は 半分 あけた 障子の 間 か 

ら うらら かに 晴れた 大空 をみ あげながら 云った。 「江 

あすか やま 

戸 時代のお 花見と いえば、 上野、 向島、 飛鳥 山、 これ 

一 てん やま 

は 今 も 変り がありません が、 御殿山と いう もの はもう 

無くなって しまいました。 昔 はこの 御殿山が なかなか 

賑わった もので、 ここ は 上野と 違って 門限 もない 上に、 

三味線で も 何でも 弾いて 勝手に 騒ぐ ことが 出来る もん 



彼女が それほど 高名に なった の は、 あたかも 一場の 

芝居の ような 事件が 原因 をな している のであった。 万 

延 元年の 十月、 きょうは 池 上の 会式と いうので、 八丁 

堀 同心 室 積 藤四郎 がふたり の 手先 を 連れて、 早朝から 

本 門 寺 界隈 を 検分に 出た。 やがてもう 五ッ (午前 八 時) 

に 近い ころに、 高 輪の 海辺へ さしかか ると、 葭簀 張り 

の 茶店に 腰 を かけて、 麻裏草履 を 草鞋に 穿き かえて い 

る 年頃 二十 七 八の 小粋な 男が あった。 藤 四郎は それに 

ふと 眼 をつ ける と、 すぐ 手先 どもに 頗で 知らせた。 

藤 四郎の 眼に とまった 彼の 男 は、 石 原の 松 蔵と いう 

やじ リ せんぎ 

家 尻 切りの お尋ね者であった。 かれは 詮議が だんだん 



に 厳しくな つて 来たの を覚 つて、 どこへ か 高飛び をす 

る 積り であるら しい。 飛んだ ところで 思いも寄らない 

拾い物 をした の を 喜んだ 手先 ども は、 すぐにば らばら 

と K けて 行って、 彼のう つむいて いる 頭の 上に 御用の 

声 を 浴びせ かける と、 松 蔵 は 今や 穿こうと していた 片 

足の 草鞋 を 早速の 眼つ ぶしに 投げつ けて、 腰 を かけて 

し よ うぎ た 

いた 床几 を 蹴返して 起った。 それと 同時に、 かれの 

き き -っ で 

利 腕 を 取ろうと した 一 人の 手先 は あっと 云って 倒れた。 

松 蔵 はふと ころに 呑んで いた 短刀 をぬ いて、 相手の 

よこ びん はやわざ 

横鬢を 斬り 払った のであった。 眼に も 止まらない 捷業 

に、 こっち は 少しく 不意 を 撃 たれた が、 もう 一人の 手 



先 は 猶予な しに 飛び込んで、 刃物 を 持った その 手 を 抱 

え 込もうと すると、 これ も 忽ち 振り 飛ばされた。 そう 

して 左の 眉の 上 を 斜めに 突き破られた。 

一 人 は 倒れる。 ひとり は 流れる 血潮が 眼に しみて 働 

けない。 今度 は 自分が 手 をく だす 番 になって、 藤四郎 

はふと ころの 十手の 服紗を 払った。 御用と 叫んで 打ち 

込んで 来る 十手の 下 をく ぐって、 松 蔵 は 店 を K け 出し 

た。 片足 は 草履、 片足 は 草鞋で、 かれは 品 川の 宿 を さ 

して 逃げて ゆく の を、 藤 四郎は つづいて 追った。 藤 四 

郎 はもう 五十 以上の 老人で あつたが、 若い者と おなじ 

ように 紐け つづけて、 品 川の 宿まで 追い込んで ゆく と、 



ただけ に、 世間の 評判 は猶 さら 大きくな つた。 一度 は 

話の種に お 駒と いう 女の 顔 を 見て 置こうと いう 若い 人 

達 も 大勢 あらわれて、 お 駒 を 買いに 来る 者と、 ほかの 

女 を 買って お 駒の 顔 だけ を 見ようと いう 者と、 それや 

これ やで 伊勢屋 は 俄かに 繁昌す るよう になった。 それ 

はお 駒が 二十歳の 冬で、 それから 足 かけ 三年の 間、 か 

れは 伊勢屋の 福の 神と していつ も，. 板 頭 か 二枚目 を 張 

リ 通して いた。 そのお 駒が 突然に 冥途へ 鞍替え をした 

ので あるから、 伊勢屋の 店 は 引っくり返る ような 騒ぎ 

になった。 土地の 素 見の 大哥 たち も 眼 を 皿に した。 

お 駒 は 寝床の なかで 絞め殺されて いたのであった。 



それ は 中 引け 過ぎの 九ッ半 (午前 一時) 頃で、 その 晚 

のお 駒の 客 は 三人 あつたが、 本 部屋へ はいった の は 芝 

ちょう しもう さや 

源 助 町の 下総屋 という 舆服屋 の 番頭 吉 助で、 かれは 

たな もの 

店 者の 習いと して 夜な かに 早 帰り をし なければ ならな 

かった。 いつもの 事で あるから 相 方のお 駒 も 心得て い 

て、 中 引け 前に はきつ と 起して 帰す ことにな つていた 

ので あるが、 その 晚 はお 駒 も 少し 酔って いた。 吉助も 

酔って 寝込んで しまった。 吉助は 夜な かに ふと 眼 を さ 

まして、 喉が 渴く ままに 枕 もとの 水 を 飲んで、 それ か 

ら 煙草 を 一服す つたが、 二階 じゅう はしん と 寝静まつ 

て 夜 はもう 余 ほど 更けて いるら しい。 これ は 寝す ごし 



持ちの 彼に 取って は 迷惑 重々 であった が、 よん どころ 

ない li: 目と 覚悟 をき めたら しく、 かれは 検視の 終る ま 

でお となし くそ こに 抑留され ていた。 

伊勢屋の 訴えに よって、 代官 伊奈 半左衛 門からの 役 

人 も 出張した。 夜の あける 頃に は 町 与力 も 出張した。 

品 川 は 代官の 支配で あつたが、 事件が 事件 だけに、 町 

方 も 立ち会って 式の ごとくに 検視 を 行なう と、 お 駒 は 

やはり 絞め殺され たものに 相違なかった。 

かれの 首に はなん にも 巻き付いて いなかつ たが、 お 

そらく 手拭 か 細 紐の たぐいで 絞めた ものであろう と認 

めら れた。 本 部屋に いた 吉助は 勿論、 名代 部屋に い 



「お 駒さん は 誰 とも美し く附き 合って いたよう です が、 

一 番 仲好く していた の はお 定 という 下 新造の ようで し 

た。 ぉ定 はちょう ど 去年の 今頃から ここへ 来た 女で、 

お 駒さん と は 姉妹 のように 仲好く していた という こ 

とです。 それです からお 定は 今朝から 飯 も 食わずに ぼ 

ん やりして いますよ」 

「じゃあ、 そのお 定を ちょいと 呼んでくれ」 

眼 を 泣き腫ら したお 定が店 口 へ おずおずと 出て 来た。 

リき 

ぉ定は 二十 五六で、 色の あさ 黒い、 細お もての 力んだ 

顔で、 髪の毛の すこし 薄い の を 瑕に して、 どこへ 出し 

ちゆ-つど しま 

て も 先ず 十 人な み 以上に は 踏めそう な 中年増であった。 



欞 子から 視 いていた。 

「お前 もこの 草履 を 知ってい るか」 と、 半 七 は 下から 

声をかけた。 

「待って ください。 今 そこへ 行きます から」 

お 定は欞 子の あいだから 姿を消し たかと 思う と、 や 

がて、 裏口へ 廻って 来て、 その 草履 を ひと 目 見る とす 

ぐに 又 泣き出した。 

「これ はお 駒さん のです。 あの人が わたくしに 一度 見 

せた ことがあります。 それ はお 駒さん が 大切に しまつ 

て 置いた 草履です」 

「むむ、 あれ か」 と、 与 七 〔# 「与 七」 は 底本で は 「半 七 匕 



七が まだ 顔 を 洗って いる 明け 六ッ (午前 六 時) 前に、 

伊勢屋の 与 七が 息 を 切って たずねて 来た。 

「親分、 又 いろいろの ことが 出来しました」 

「与 七さん か。 早朝から どうしたんだ。 まあ、 こっち 

へあがって 話しな せえ」 

「いえ、 落ち着い ちゃ あいられ な いんです」 と、 与 七 

がまち 

は 上がり框 に 腰をおろしながら 口早に ささやいた。 

「ゆうべの 引け 四ッ から、 けさの 七ッ (午前 四時) 頃 ま 

での あいだに、 家のお 浪 というの が艇け 落ち をして し 

まったんです」 

「ぉ浪 というの は どんな 女 だ」 



「 一 体 どこ へ しま つ て 置い たんだろう」 

「ほかの 品と 違って、 まあ、 早く 云えば お 駒の 形見の 

ような もの だとい うので、 御 仏壇に 入れて 置い たんだ 

そうです I 

「仏壇 か。 悪い ところへ 入れて 置いた もの だ」 と、 半 

七 は 舌打ちした。 「が、 まあ 仕方が ねえ。 そこで、 それ 

はいつ 頃 なくなつ たんだ」 

「それが 判らな いんです。 なにしろ きのうの 夕方まで 

は 確かにあった というん ですから、 その後に なくなつ 

たものに 相違な いんです」 

「なるほど」 と、 半 七 は 眉 を 寄せた。 「そこで、 そのお 



浪 という 女に は 悪い 足で も あるの かえ」 

「どうも 確かな 見当が 付かな いんです が、 ふだんから 

少し 病身の 女で、 勤めが いや だと 口癖に 云って いまし 

た。 けれども 時が 時で、 おまけに 張子の 虎が なくなつ 

ている もんです から、 なんだか そこが おかしい ので… 

;」 

「まったく おかしい、 なに か 訳が ありそう だ。 ほかに 

はなん にも 紛失 物 はな いんだね」 

「ほかに は 何もない ようです」 

「よし、 判った。 それ もなん とか 手繰り 出して やろう 

から、 主人に よくそう 云って くれ」 



「今晩は」 と、 かれは 半 七 を 見る とすぐ に 挨拶した。 

「とうとう 降り出し たね」 と、 半 七 は 傘の しずく を 払 

いながら 云った。 「ぉ浪 がまた K け 出した という じ や 

あねえ か」 

「ほんとうに いろいろの ことが 続く ので、 なんだか 忌 

な 心 持で なりません。 家の人た ち はお 浪 さんが 殺した 

の だなん て 云って います けれど …… 」 

「そり や あ 間違いだ。 そんな ことがある もんじ やね 

え」 と、 半 七 は 笑いながら 打ち消した。 

「そうでし ようか」 と、 ぉ定 はま だ 不安ら しい 顔 をし 

て、 相手の 眼 色 をう かがって いた。 



「そうじゃ あねえ。 ぉ浪 がなん で 人殺しなん かする も 

んか」 

「そうでし ようね」 と、 ぉ定は 僅かに うなずいた。 

「まあ、 待って いねえ。 今に かたき を 取って やる から」 

「どうぞお たのみ 申します」 

ぉ定は 襦拌の 袖口で 眼 を ふいて いた。 それ を あとに 

見て 半 七 は 奥へ 通る と、 主人 夫婦 はいよ いよ 顔 を 陰ら 

せて いた。 ぉ浪の ffi け 落ち や 張子の 虎の 詮議が ひと 通 

リ 済んだ あとで、 半 七 は 主人 を 慰める ように 云った。 

「なに、 もう 御 心配 にゃあ 及びません。 もう 見当 は大 

抵 ついています。 あのお 定 という 新造 は 通いです か。 



とき 

晌も 経たない うちに、 手拭に 巻いた 片足の 草履 を 持つ 

て 来た。 かれは 与 七 を 呼んで、 この間 あずけて 置いた 

草履の 片足 を 取り寄せた。 それと これと を 主人の 眼の 

前で 列べ てみ ると、 一足の 草履が たしかに 揃った。 

- つち 

「その 片足が ぉ定の 家に あつたんで すか」 と、 与 七 は 

眼 をみ はった。 

「わけ は あとで 話す」 と、 半 七 は 笑った。 「それよりも 

先にお 定に 用が ある。 そこらに いるなら、 早く 呼んで 

くれ」 

「今し がた お 客が あつたので、 二階へ 行って いる 害で 

すが 」 



りの 薄い 月が その 駕籠の 上 を ぼんやりと 照らして いた。 

「おい、 おれに も 一挺 頼む。 あの あと を そっと 尾け て 

くれ」 

相手が 相手で あるから 若い者 はすぐ に 支度して、 半 

七 をのせ た 駕籠 は 小 半 町ば かりの 距離 を 取りながら、 

ひとだま 

人魂の ように 迷って ゆく 駕籠の 灯 を 追って 行った。 前 

の 駕籠が 大木 戸で おろされ ると、 半 七 も 下りた。 駕籠 

屋を 帰して、 かれはぬ かるみ を 足早に 歩き 出した。 鼻 

緖を すげ てし まう の を 待つ ている 間が なか つたので、 

かれは 大 岩の 貸し 下駄 を 穿いて いた。 

今夜 はもう 五ッ (午後 八 時) を 過ぎて いるので、 海 



「駿 府の& にち つとば かり 識っ ている 人が あるから、 

ともかくも そこへ 頼って 行って、 ほ とぼりの 冷める ま 

で 麦飯で 我慢して いるの さ。 お前さん、 どうしても 忌 

かえ」 

「いやと いう 訳 じゃあな いが、 毒 食わば 皿で、 そう 度 

胸 を 据える くらいならば、 こっちに もまた 路用 や 何 か 

の 都合 も ある。 五両ゃ 十両の 草鞋 銭で うかう か 踏み出 

すの は あぶない からね」 

「五両 や 十両 …… 」 と 、女 は 呆れた ように 云った。 「お 

前さん。 たった それぎ りかえ。 だから、 さっき も あれ 

ほど 念 を 押して 置い たんじゃありません か。 噓、 きつ 



れ たのが 因果で、 あたし は 飽くまで もお 前さん を 逃が 

しゃ あしま せんよ」 

「いや、 決して そんな 訳 じゃあな いが、 まったく 五両 

や 十両 じゃあしょう がない。 いや、 隠して いるん じ や 

ない。 疑うなら 出して みせる」 

話し声 は ひとしきり 途切れて、 暗い なかで 金 をかぞ 

えてい るら しい 音が 微かに きこえた かと 思う と、 だし 

ぬけに 床几の 倒れる ような 物音が 響いた。 つづいて 男 

の 唸り 声 もき こえた ので、 半 七 は 隣り の 葭簀 を 跳ねの 

けて 出る と、 出 あいが しらに 女と 突き 当った。 女 は 転 

げ るよう に 往来へ K けぬ けて ゆく の を、 半 七は跌 足に 
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